
国内木材ۀ࢈とその国࢈材ճؼのಈきにͭいて今後のݟ௨しをಘるため、材ۀɾ߹൘ۀのྺ࢙をৼり
ฦりました。1��0代、木材༌入がຊ֨Խし、多༷なݪ木が入手Մになると、֤ۀاは、それΒのݪ
木をͬて༷々な品を࡞り࢝めました。しかし、その後しͩいに、ݪ木͝とのಛੑをੜかͤる品にಛ
Խしてڝ૪ྗを高めたۀا࢈͚ͩが存ଓし、発展するようになりました。�000代Ҏ߱、ݪ木の༌
入がし͘なり、国࢈材のりସえがਐΜでいますが、ݪ木のಛੑをੜかすことがۀا࢈の存ଓɾ
発展に݁してきたྺ࢙を౿まえると、Ҏલよりもڱまͬたݪ木のબࢶのதかΒ、ݪ木と品の新たな
マονングを୳るようなܗでۀ࢈の࠶ฤがਐΉことが༧されます。

成果

ਐΜͰ͍Δ͕ؼͷճࡐ࢈ࠃ
ɹࠃ内木材産業には、2000ࠒから、ࠃ産材とճؼす
るಈきが໌になっています。2000から2015にか
けて、林産が入ՙしたݪ木にめるࠃ産材の比は、
材用が4��2�から�4�2�に、合൘用が2�6�から���6�
に高まりました。これは、ࠃ内ਓ林ݯࢿの成ख़が進Μ
だ一方で、ロシアのؙଠ༌出੫Ҿき্͛（2006ʙ）や
中ࠃの木材ध要の高まりなどにより༌入材のௐୡが難し
くなってきたためです。
ɹこのಈきの今後をݟ通すためには、かつて、なͥࠃ内
木材産業が༌入材とかったのか、༌入材をどのよう
にってきたかをৄしく知るඞ要があります。そこで、
༌入材の利用が૿ٸした1�60初めから今までのࠃ
内材業・合൘業のྺ࢙を、そのݪ木利用のม化にཹ
ҙしつつৼりฦりました。

༌ೖࡐ୯ʹྔͷෆΛิ͚ͬͨͩͰͳ͔ͬͨ
ɹ木材༌入が本֨化した1�60、材֤ࣾは、世界֤
から集まる多༷なݪ木の中から、より有利な݅で安
定的にௐୡできそうなݪ産・थ種・サイζのݪ木をそ
れͧれにબͼ、༷ʑな品を作り࢝めました。しかしそ
の後、ݪ木͝との特性に合った品をੜ産するا業がよ
り多く存ଓし、発లしていき、ݪ木のथ種に対応するܗ
で材業の分化が進みました（図１、ද１）。これは、ࢢ
ڝ૪の結果とߟえられます。さらに、ੜ産品目をಉ͡
くするا業や産のؒでもڝ૪がੜ͡、利用थ種・ੜ産
品目͝とにগ数（全ࠃに数かॴ）のओ産がܗ成されま
した（図２）。
ɹ合൘業では、利用ݪ木とੜ産品目のؔはさらに

໌です。1��0ばから進Μだೆ༸材（熱ଳ産༿थ）
から༸材（༿थ）のݪྉస換のࡍは、かつてのओ
力であったίンクリートܕ用や内用から、ॅのচ
やนとしてわれる構造用のりସえがٸ速に進みま
した（図３）。༿थ材では材質的に対応が難しかったܕ
用や内用の分を手์す一方、༿थ材の加・利
用技術্によって構造用の分でのڝ૪力をに付け、
期ؒのうちに༌入品との新たなみ分け構造を確ཱ
しました（図̐）。

͚ͯʹ༺ͷҰͷ༗ޮརࡐ࢈ࠃ
ɹҎ্にみたと͓り、材業・合൘業とも、ࢢڝ૪
を通͡て、ݪ木の特性をੜかした品の特化が進みま
した。ڝ૪の力は、ࠃ産材ճؼが進Ή中でもવにಇき
ます。すなわち、༌入材の入手が難しくなり、Ҏલより
木と品の新たなマοチングݪ、のもとࢶまったબڱ
を୳るようなܗで産業の࠶ฤが進Ήことが༧されます。
マοチングがうまくいかなければ、༌入木材品や、木
材Ҏ外の品にஔき換わっていくこともありえます。
ɹこのように、ྺ࢙をৼりฦることで、లと課題がよ
りはっきりとみえてきました。༌入材のॖখによってࢢ
にੜ͡たスϖースをࠃ産材がよりスムーζにຒめてい
けるよう、また、ࠃ産材の特性をੜかせる新たな用్が
、には、技術や品の開発ߦ出されるよう、研究やݟ
めらٻ体੍の構ஙなどの໘でのサϙートがڅڙ木安定ݪ
れます。

จݙ

ౢ（201�）林業経ࡁ研究 63	1
ɿ3-14�
ౢ（201�）本中খا業学ձ集 36（ҹ中）

の͜Ε͔Βۀ࢈Βలする木材͔࢙ྺ
ւಓࢧॴ　ౢ�

0%
20%
40%
60%
80%

100%

61 65 70 75 80 85 90 95 00 05 10 14

米材

ひき角類

0%
20%
40%
60%
80%

100%

61 65 70 75 80 85 90 95 00 05 10 14

北洋材

ひき割類

0%
20%
40%
60%
80%

100%

61 65 71 75 80 85 90 95 00 05 10 14

ニュージーランド材

こん包用材

0%
20%
40%
60%
80%

100%

61 65 70 75 80 85 90 95 00 05 10 14

国内製材業全体(参考)

ひき角類

ひき割類
板類

こん包用材

品目 求められる性質 主な樹種

柱(正角) 寸法安定性 スギ
ヒノキ

梁･桁(平角) 曲げ強度 ベイマツ
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図1
木ผʹΈた用ݪ ʢ్ʣผ材ग़ՙߏ成のਪҠ
どのૉ材も、しだいに特定のੜ産品目に集中していきました。

図2
材ۀの࢈ߏʢ����ࠒɾҰ෦লུʣ
ૉ材の特性をੜかした品目に特化し、ओ産をܗ成しました。

図3
用 ʢ్ʣผʹΈた߹൘ੜߏ࢈成のਪҠ
構造用のりସえは、༿थから༿थのݪྉస換に合わせて
。速に進みましたٸめてۃ

図�
نɾւ֎ผʹΈた߹൘のຊྛࠃ ʢ֨+"4ʣ֨ 量の
ਪҠ
構造用に特化することで༌入品とのみ分け構造を確ཱしました。

表1
材の用 ʢ్ʣとओͳར用थछ
そのथ種がબばれたのには、理༝があります。
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